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ナイスグループの概要 
江戸時代 神奈川宿にて銭屋の屋号で材木商を営む 
１９５０年  横浜市において、市売木材株式会社 設立 
１９６２年  東京証券取引所 上場 

 
全国トップクラス 

 
木材・建築資材流通業界 

年間１００万㎥（住宅約５万戸分に相当） 木材取り扱い量 

社有林による森林の保全育成 

１９８０年より８カ所の社有林を保有 
１,８３６ｈａで新宿区と同等の面積 

地震大国ゆえの 

耐 震 
温暖化問題ゆえの 

環境貢献 
超高齢化時代ゆえの 

健 康 

ナイスグループが取り組む
３つのテーマ 

売上高  ２,３８６億円 
従業員  約３,０００人 
国内拠点 全国８０カ所 
海外拠点 アメリカ、カナダ、 
         ベルギー、オーストリア 
  韓国、台湾、インドネシア 
         オーストラリア 

 
県内最大規模 

 
住宅供給グループ 
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建築資材事業 

木材製品販売 

木材市場運営（16カ所） 

建材・住設機器販売 

製材・プレカット加工 

住宅事業 

木造一戸建住宅供給 

免震マンション供給 

マンション管理 

リフォーム・リノベーション 

その他の事業 

建築工事事業（施工） 
 

ＩＴ事業 

ケーブルテレビ事業 

太陽光発電事業 

グループの主な取り組み 
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日本初全棟ＣＡＳＢＥＥ 「Ｓランク」の分譲地（2011年）  

雨水利用や緑化率向上など若干の追加のみで 
日本初となる全棟（８区画）をＳランクとした分譲地 

建築物の環境性能を評価するシステム 

省エネルギー・環境への負荷・室内の快適性・ 
景観への配慮などで５段階に格付け 
 
 
 

環境貢献 



© Nice Holdings, Inc. 

ＬＣＣＭ住宅（☆☆☆☆☆）を一般居住用として供給 

2012年 栃木県宇都宮市（東日本初） 

環境貢献 

延べ床面積 ： １０７．６４㎡ 
階数 ： ２階建て 
断熱性能 ： Q値 １．８W/㎡・K 

2013年 宮城県仙台市（東北初） 

延べ床面積 ： １１５㎡ 
階数 ： 平屋建て 
断熱性能 ： Q値 １．９W/㎡・K 

標準仕様に太陽光発電システムと高効率設備の付加のみで認定取得 

建築から解体まで全期間で二酸化炭素の排出がマイナスとなる住宅 
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ＣＡＳＢＥＥ横浜〔戸建〕を標準化（2013年） 

全体の届出件数２５７棟のうち２５５棟がナイスグループが供給 

環境貢献 

CASBEE横浜〔戸建〕 
1号目（2012年 鶴見区北寺尾） 

横浜市で分譲する２階建て住宅は 

すべてＡランク以上とする 
ことを宣言 
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ゼロ・エネルギータウンを開発（2014年） 

横浜市にてゼロ・エネルギー住宅（全19棟）を分譲 
 
 
 

標準仕様 ＋ 太陽光パネルを搭載（約４ｋＷ） 
 

環境貢献 

平成24年度「住宅のゼロ・エネルギー化推進事業」の計算式にもとづき、 
標準エネルギー消費量をエネルギー消費削減量で除したものが100％となる住宅 
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どの基準も 
満たさない住宅 
（39%） 

S55（1980）年基準 
（37%） 

H4（1992）年基準 
（19%） 

H11（1999）年基準 
（5%） 

出典：統計データ、事業者アンケート等により推計（H24（2012）年） 

現行の断熱性能を満たす住宅は５％ 

住宅ストック約5,000万戸の 

断熱性能 
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横浜市とナイスグループで「包括連携協定」を締結 (2015年） 

１ 環境・健康に配慮した建築物の普及及びエネルギー消費の 
  少ない生活様式の普及に関すること 

２ 木材の利用促進に関すること 

３ 災害対策や高齢者住宅など、市民の安心・安全に関すること 

４ 文化芸術、観光分野を中心とした横浜の魅力発信等に関すること 

５ その他、協定締結後に双方の協議により合意した連携事項に 
  関すること 

横浜市の魅力発信など 
幅広い分野で 
連携・協力へ 

  



スマートウェルネス体感パビリオン 

ナイスグループと横浜市、慶應義塾大学との共同プロジェクト 

実証実験などの研究施設としても機能 

      
体験と学びの「センター棟」と2棟の「モデル住宅」で構成 

ＣＡＳＢＥＥ Ｓランク ・ 
 ＬＣＣＭ住宅（☆☆☆☆☆） 
相当の環境性能 
 
ＨＥＭＳや外部サーバーと 
連携して温熱環境や 
発電状態を計測 

オープニングセレモニー（10月） 

住宅に求められる 
「温熱」「空気」「睡眠」 
「安全・安心」 
「省エネ・エコ」 
を体験を通じて楽しく学ぶ。 



急激に進む人口減少と超高齢化 



【資料】 
〇平均寿命：厚生労働省「平成22年完全生命表」 
               「平成25年簡易生命表」 
〇健康寿命：厚生労働省「平成22年/平成25年簡易生命表」 
        厚生労働省「平成22年/平成25年人口動態統計」 
        厚生労働省「平成22年/平成25年国民生活基礎調査」 
        総務省「平成22年/平成25年推計人口」 
                                 より算出 

※健康日本２１（第二次）の目標：平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加（平成34年度） 
 日本再興戦略及び健康・医療戦略の目標：「2020年までに国民の健康寿命を1歳以上延伸」（平成32年） 

平均寿命と健康寿命 



国家戦略「健康寿命の延伸」 

健康寿命の延伸 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

生活習慣 
50％ 

環境 
20％ 

遺伝 
20％ 

医原 
10％ 

星旦二：ゼロ次予防に関する試論，地域保健，vol.20-6,1989 

住環境の改善が健康長寿へ寄与 

住宅環境が、健康寿命にも影響している研究が進められています 
少なくとも人生のうち２～３割は睡眠≒家で過ごします 



冬の病死（入浴事故死）に要注意な温暖エリア 

出典：北海道大学 羽山広文教授 

比較的温暖な地域で外気温の影響が大きい 

順位 
心疾患 脳血管疾患 呼吸器疾患 不慮の溺死溺水 

都道府県 判定 
回帰
係数 

都道府県 判定 
回帰
係数 

都道府県 判定 
回帰
係数 

都道府県 判定 
回帰
係数 

1 栃木県 ** -1.47  栃木県 ** -0.77 鹿児島県 ** -1.26 福岡県 ** -0.22  

2 三重県 ** -1.41  静岡県 ** -0.76 熊本県 ** -1.11 神奈川県 ** -0.20  

3 愛媛県 ** -1.40  鹿児島県 ** -0.75 宮崎県 ** -1.09 富山県 ** -0.13  

4 和歌山県 ** -1.38  茨城県 ** -0.74 高知県 ** -1.09 福井県 ** -0.13  

5 茨城県 ** -1.37  岡山県 ** -0.71 香川県 ** -1.04 山梨県 ** -0.13  

6 静岡県 ** -1.32  大分県 ** -0.69 茨城県 ** -1.01 兵庫県 ** -0.13  

7 鹿児島県 ** -1.29  島根県 ** -0.69 佐賀県 ** -1.01 新潟県 ** -0.12  

8 千葉県 ** -1.29  鳥取県 ** -0.68 三重県 ** -1.01 和歌山県 ** -0.11  

9 香川県 ** -1.28  徳島県 ** -0.67 島根県 ** -0.98 群馬県 ** -0.10  

10 奈良県 ** -1.27  長野県 ** -0.64 和歌山県 ** -0.98 静岡県 ** -0.10  

**:1%有意 *:5%有意 



寒さによる健康リスク 主な死亡要因 

心疾患による死者は、冬季において、急激に上昇 



消費者庁が高齢者の入浴中事故を注意喚起 

入浴時の注意事項 
（１）入浴前に脱衣所や浴室を暖める 
（２）湯温は41度以下、湯につかる時間は10分までが目安 
（３）浴槽から急に立ち上がらない 
（４）アルコールが抜けるまで、また、食後すぐの入浴は控える 
（５）入浴する前に同居者に一声かけて、見守ってもらう 

1月20日、冬場に多発する高齢者の入浴中事故について注意喚起 

家庭の浴槽での溺死者数
10年間で1.7倍に 

浴室での心肺停止状態を含む死亡者数 

全国推計で約17,000人 

交通事故による 
死亡者数 

全国で4,611人 
約4倍 

2011年発表の東京都健康長寿医療センター資料、及び警視庁発表資料より作成 
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産官学の連携で「健康と環境に優しい家づくり」の学びと体験ができる 
日本初の施設（ナイスグループと横浜市、慶應義塾大学の共同運営） 

2015年10月 
オープン 
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センター棟とモデル棟（ＬＣＣＭ☆☆☆☆☆相当） 
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地域連携の取り組み、学びの場としての活用 
都内女子高校  
サスティナブルな住まい方の 
プレゼン作成授業  

慶應義塾大学 ３年生授業 

横浜市立小学校 地震体験 

横浜市立小学校（5年生）連携授業 
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エビデンスの取得に向けた研究の実施 

慶應義塾大学の伊香賀研究室とナイスグループにより 
エビデンス取得などの共同研究を推進 
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くらべルームで断熱の有無による違いを比較 

エアコン電力消費量の 

棒グラフ（平均±σ） 

高断熱化によって暖房用の 
電力消費量とCO2排出量が50％削減！ 

高断熱化によって上下温度差が 
解消され、床・壁の表面温度も改善！ 

温度 

冷たい 

暖かい 

床が冷たくて 
不快… 

温度 床表面 

床上0.1m 

床上1.1m 
低断熱室 

高断熱室 

高断熱室 低断熱室 

床・壁：16℃ 

顔面：31℃ 

床・壁：22℃ 

顔面：33℃ 

足部：22℃ 足部：26℃ 

無断熱室 高断熱室 

約半分へ！ 

１月の電気代858円の差 

67.7kWh 

35.9kWh 
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※入室60分経過後 

   の測定結果 

200± Wh 100± Wh 

20.8± ℃ 

18.1± ℃ 
17.4± ℃ 

21.8± ℃ 

21.0± ℃ 
20.6± ℃ 

50～74歳（平均56.0歳）中年男性13名 

収
縮

期
血

圧
（
最

高
血

圧
）
〔
m

m
H

g
〕
 

中年群の血圧が有意に低下 

年齢と共に断熱性能と床材が血圧に影響しやすい 

中年群は 無断熱（一般床）⇒高断熱（一般床）で5.0mm 
高断熱ルームの一般床⇒無垢木材床で5.0mm  血圧低下 

無断熱 高断熱 
一般床 一般床 無垢木材床 無垢木材床 
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睡眠計を用いて 
睡眠状態※を測定 

※ぐっすり眠れて 
  いた時間を測定 

非木質内装ケース 木質内装ケース 

■ 実験 
 ケース 

内装 
木質化 

■ 実験スケジュール…モデル住宅に宿泊し、翌日は模擬作業を実施 

帰宅 夕食 睡眠 朝食 

モデル住宅 会議室 

模擬作業 

18:00 12:00 9:00 7:00 23:00 

入浴 

リラックス状態等のアンケート 文章入力 

スマートウェルネス体感パビリオン１号棟での被験者実験（慶應大伊香賀研） 

内装木質化と睡眠の質・知的生産性 
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非木質内装 木質内装 

熟睡時間※ 
180 

ぐ
っ

す
り

眠
れ

て
い

た
時

間
[分

] 

○ 

× 

150 

120 

90 

60 

30 

0 

120 
140 

n=14 

*p<0.10  
+20分 

内装木質化で熟睡時間と知的生産性が向上 

30

40

50

60

70
知的作業成績※1 

正
打

数
（
正

規
化

）※
2
[-

] 
48.1 

52.7 

*p<0.10  

非木質内装 木質内装 

n=20 

+4.6pt 

※1 体調が悪いサンプル、就寝時間中に著しく温度の低下が見られた8月9日に温熱環境の不満を訴えたサンプルを除外 
※2  習熟の影響を補正した値を使用   ※3 正打数（正規化）=50+10×（（正打数）-（個人の平均正打数））/標準偏差とし、個人差を排除 

スマートウェルネス体感パビリオン１号棟での被験者実験（慶應大伊香賀研） 
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断熱性・遮音性・調湿性・気密性などに優れ、快適で安心な環境を実現 

新聞紙を原料とする天然木質繊維の断熱材を充填 

スマートウェルネス体感パビリオン（２号棟） 

◎抜群の吸音効果で 、静かな暮らしを 

新聞紙をリサイクルし、綿状に加工した 
環境負荷の少ないエコロジーな断熱材。 
シックハウス症候群の原因となる揮発性化合物
を含んでいません。 
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冬の保温性、夏の断熱性に優れた、環境にやさしい木質断熱材 

屋根 

床 

外壁 

スイス生まれで環境に優しい木質繊維断熱ボード 

針葉樹の葉材や樹皮等を 
再利用して作られます。 
この木質繊維断熱ボードは 
環境にやさしいことに加え、 
断熱性・遮音性・気密性 
など多くの特長を備えて 
います。 
ヨーロッパではエコロジーな 
断熱材として急速に普及が 
進んでいます。 
 
 

蓄えられる熱の量が 
優れているので、 
夏涼しく、冬暖かい 
住まいを実現。 
 

スマートウェルネス体感パビリオン（２号棟） 



© Nice Holdings, Inc. 

スマートウェルネス住宅の普及啓発に向けた取り組み 

小冊子「医師とかんがえる 健康な家づくり」を作成 
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省エネ性能表示制度「住宅版ＢＥＬＳ」がスタート 

外皮性能と 

一次エネルギー消費量で評価 
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ＢＥＬＳの最高ランクを制度開始初日に取得 

省エネ性能表示付住宅として横浜市にて分譲 

一次エネルギー消費量 
省エネ基準 
    からの削減率 

24％ 

外皮性能 

外皮平均熱貫流率 
       （ＵＡ値） 

0.59 W/㎡K 

ナイスパワーホーム菊名6号棟 
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ＨＥＡＴ20 
Ｇ2グレード  

（ＵＡ値：0.46以下） 

Ｓランク★★★★★  

国交省サステナブル建築物先導事業 補助額200万円/棟 

温湿度と電力消費を収集 

居住前と居住後の健康調査をおこなう 

２０２０年を見据えた高断熱住宅を建築へ 

北海道での断熱等性能等級の最高ランクに匹敵 
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世界有数の森林国である日本 

１位 フィンランド 72.9% 

２位 スウェーデン 68.7% 

３位 日本 68.5% 

４位 韓国 63.0% 

５位 ロシア 49.4% 

６位 オーストラリア 47.1% 

７位 スロバキア 40.2% 

８位 ポルトガル 38.1% 

９位 スペイン 36.4% 

10位 チェコ 34.4% 

森林国土面積は 
8.2cm × 8.2cm 
程度になる 

日本の国土面積を10cm×10cmとすると 

FOA「Global Forest Resources Assessment 

2010」 

日本は世界第３位の森林国で、国土の約７割が森林の恵まれた国 

森林率の高い国 

日本の森林面積 ２５１２万ha 

日本の国土面積 ３７７９万ha 
＝ 約６６％ 
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資源としての森林 

日本の森林蓄積は４９億㎥と半世紀前の約２．６倍に増加 
８秒間で住宅１棟分の森林蓄積が増加（１年で住宅３９０万軒分） 

5.6 8.0 
13.6 

18.9 
23.4 26.5 30.4 

13.3 
13.9 

15.0 

15.9 

17.0 
17.8 

18.6 

0

10

20

30

40

50

60

1966 1976 1986 1995 2002 2007 2012

人工林 天然林等 

(年) 

18.9 
21.9 

28.6 

34.8 

40.4 
44.3 

49億㎡ 

(億㎡) 

森林資源は この半世紀で約２.６倍に増加 

0秒 1秒 

１秒間で軽トラック 
１杯分の蓄積が増加 

8秒 

 ８秒間で家１軒分 
(２４㎡)の蓄積が増加 

0秒 

１
月 １ 

12
月 31 

 １年間で約３９０万軒分 
≒東京ドーム７５個分が増加 
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地球温暖化を防ぐ森林機能 

１人が呼吸により 
排出する二酸化炭素は 

年間 約３２０kg  

自家用自動車１台 
排出される二酸化炭素は 

年間 約２,３００kg  

１世帯当たりの 
二酸化炭素排出量は 

年間 約６,５００kg  

約２３本 
約１６４本 

約４６４本 

ＣＯ２ 

ＣＯ２ 

ＣＯ２ 

ＣＯ２ 

ＣＯ２ 

CO
2 CO2 

CO
2 

呼吸 排気ガス 
電気・ガス等の使用 
自家用自動車・ 
廃棄物からの排出 

１本のスギが１年間で 
吸収できるＣＯ2は１４kg 

1人が排出するＣＯ２は 
スギ約２３本で吸収できる 
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森林資源の2つの循環 木造建築は都市の森林 
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ご清聴ありがとうございました。 


